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　本所試験場は明治36年にはじめて和名郡新店

町に養殖郭どして発足し明治39年には安倍郡

竹本町O拓白子）活水巾つに漁拐郭と製遊郭が設

けられ寸した。同時に，全国ではじめての発勤

機付漁船として汪目された指導船富士九（総ト

ン数匹ﾄ∧ユニオン式石油発動機20馬力）が配

属され。顔傍と水産加|〕は不離一一体の仕事とし

て巻められてき圭した。

　子の後の土な沿吊をよりかえってみますと，

明治お年には田方郡内浦村重須に海水養殖試験

所を，寸た大正!O年には漁業無線局を開設，昭

和３年には魚群拝見飛行の実施，昭和４年伊東

分場，同８年富干姜鱒場の設置，翌９年には浜

名湖分場が再建されました。最近では昭和32年

に伊豆分場，同43年には沼津分室（当時は技術

交流センター，現在は栽培漁業センター）が設

置され，調査船等も第６世富士丸，第３世駿河

丸，第.2世あまぎとその時代の要請に応じた施

設，人員の充実が図られ，また本年４月には浜

名湖分場に魚病センターが設けられるなど，幾

多の変遷を遂げてまいりました。

　これらの業績は，水試設立当初の明治36年度

水産試験場事業報告を第１号として連綿と続い

ております。またこのほか，恐らく昭和９年４

月15日の第１回全国本産まつり（水産デー）を

契機としたと思われますが，その年の５月から

「水試月報」が発行され，いまも先人の活動の

模様を知ることができ，あとに続く私たちの貴

重な資料として保管（昭和13年７月51号まで）
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　寸え」ﾌﾟきが長くなＯよしたが，水試の灘務実

績はル往で礼毎奸」回心水菜報告のほか，各課

題別の報告占，さらに研究報告なとがあ申王土，

しかしこれ,だけでは刻々と変動する業界の情熱

に対応することは不充分であり，各分場は普及

し報誌として。それぞれｉ伊豆分場だよＯ_ヘ

ベゾテ」∧はまな」，ｉ握的場だより」を

発行しでか０ます。

　本場においても，業界の皆様の協力を俳て資

源海洋研究室から毎月，漁海況月報，県‾ﾄﾞ王要

港水揚高報告，毎日の顔海況情報（速報）を発

行レてまいりましたが，これは当分の聞そのま

ま継続することとして，今回それとは別に，内

容やタイミング等を考え現在，加工水質研究室

から発行している「水溶加工だより」と資源海洋

及び経営普及部門さらに船舶部門を綜合し

て今回新たに広報誌として「碧水」を２ケ月に

１回のペースでお届けすることとしました。

　80年代の厳しい環境に対して，今後ますます

内容の充実を期し，水試と業界を結ぶもやい綱

として皆様のお役に立ちたいと念願しておりま

すので，是非ご愛顧下さるとともに，本誌につ

きまして感想なり，ご意見，ご要望等を寄せて

いただきますようお願いいたします。
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水産試験場（本場）の業務概要
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言レ乙サバ仔愉び贈車・三圧抑のサンマの調告

白〕J;〕,),ﾅヽ.、･ィカ類い良折句の末社用漁場訓告を行
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　ゴフサノバケツいては，棒受網による漁場調査

づｿﾞ俑じて脂峯者に通報しています。

　サンツ：駿河丸による漁知的一一斉調査と試験

篠栗を行い漁海況を通報するとともに，他機関

の資料も併せ，漁場形成と海洋条件との関係に

上体をおいた研究と予測を行っております。

3.沿岸漁業資源研究

　我が国200カイリ内の沿岸東菊資源の有効利

用を図るため，調査船及び標本船による調査研

究を行っています。

　づツシ類上本呈沿岸域しハ仁心ﾊ･･4゛ノソ，刀
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域に来遊すづ時期，組休心入さﾐ≒量片白寸寸j
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面/匹☆ゾレ亡ﾚ測俯行い漁玉石{二辿轍レC.レ土足

　ト肋ﾀﾞ几ニヘ　･フシ)ス尚し⑤恍ﾌﾞ白白万万大言八

いつ頃漁利川終ダレごカククチシヅスか加(参内

万ドレ>ﾀﾞ,_いる,･I.'jヽ，て⑤皿的永享はご仁ﾄﾞﾂﾚを往㈲

謳⑤匹尚卵親位等，生物および海洋翔咳匹膳jか

ら㈲介していま寸。

　サクラエビ)昌㈲硝の謳百に言封入寸jご，こ、

の時期の海洋環境，卵や裡エビの出現状態，初

顔利における椎エビ，親エビの混穫抗告から秋

漁の資源水準を推定レていま牛。今後はさらに

牛メ細かい海洋環境の把握，飼育告による生態

の観察を行うとともに，漁法による漁獲性能告

から，資源管理方式の検討を進めまｊ。

４　沿岸重要資源の再生産に関連する卵椎仔

　　プランクトンの調査研究

　対岸雍首位種との関連を知るため沿岸域の卵

椎仔の出現址，出現種，出現時期を調査してい

ます。特にマイワシの卵椎仔の分布と環境との

対応について研究を進めています。

５．魚礁漁場造成開発研究

　火中屈折の娼集を目的とした浮魚礁の構造お

よび効果を，また人工礁等の構造，配置，桐谷

の異べる魚礁の効果について調査研究を進めて

い甘牛。

6.漁業情報サービス事業

　　漁業別標本船等から得た水温情報等を基に，

沿岸域の漁海況の動向を毎日漁業者に速報する

とともに，これらのデーターを利川して，沿岸

海況の短期変動と重要漁業資源の分布移動特性

について究明しています。　　　(小長谷輝夫)

〔経営普及室〕

　連絡調整……焼津本場及び下田，伊東，富士

宮，舞阪の各分場において，試験研究と地域対

応の普及活動を続けていますが，これら水試全

般の研究・普及の連絡調整を本場が行っていま

す。例えば栽培漁業の推進・魚病，餌料，環境

ご‾～へ
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なとを柱とした内水面漁支振興並びに水産業改

良言及事業なじごす。

　改良普及聯衛……弟1.長に示牛上り口，言及

織目交配置レ則当区域内での方位支柱の円滑

言生涯を図千でレ寸寸。言及の佐官は，苫鰍に

報⑤レ佐＞三川指淳、技術改良・新技術導入訳

琢，失意坤ねバド且上ひ技術研修合否です。
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います。匹種わ０製品・七十製品ﾌﾟﾚﾋﾞの保存法，

カツ才コムシ防除法，カツオ生利㈲の改善なと

レつレて研究してい士す。　さらに全国生産量の

約60％牛占めるアジ開古干しについても，国座

り示Λ原料の凍結保管や解凍条件などの検討を

非めてい寸生。寸だ．咎神祖導分析から改良点

を見いだレよＯよい製品を生み出生努力を業

ナ∧レ川∩∧八八大汗Ｕ

　新製品即発研究……9yFj昔者の嗜好にそった製

品白作り，多穫毎の有効利川と毎食言及を促進

レでクノ寸。竹特上ヘイワシ・サバなとの赤身

ﾄﾞ岫ツ汗ﾛ判士して食品素材や総粟犬して試作を

且ってい寸す、才だ‥訴応仁を超すためビンナ

万マブロて＜回礼レノゾ1言川員外の製品開発研究、

于(工顔丁壮レド〕のぽ申物百効刊川についての

図①ヅロブェクド匹-ムに卸わって研究を准め

{ノレナ。

　弔回千古L判除ｽ)研究………･J･ﾐ,,星資源を保護，培

善ｄ府仕事率行っています。河川，湖沼や沿岸

よ計⑤か半す吝柿抑質について，それの生物影響

試験からレチ{賜7域への流入ぽLIIこの監硯役，事放

縦囚の幄明なとの役割を果レ末永く漁場を守

＜ていきます。調査研究項目はｄ)各種工場排水

巾ヤ白T釧査と排水処理技術の開発　２)農薬など

の魚類に則する毒性研究　③魚類のへい死事放

言吉士事故原囚の究明　④漁業公害調査と公共

肝水域の水質監視なとで生。　　侑･､出走四郎)

調査船のう
=ヾ

C- き

富士丸

第１次ビンナガ漁場調査

　４月16日焼津出港，毎年初漁のみられる小笠

原諸島西之島海域に向ったが，漁況芳しからず，

シャッ牛一海膨（3ｺﾞＮ,１Ｓ８° Ｅ 殻皮部約16（X〕）

脚）雨西側を調査,モの後極小トンボを漁獲,帰途再

び父島周辺をみて５月12日帰港しました。

第２次調査（５月19日～６月18日）

　東部太平洋35N線の前線海域から天皇海山周

辺海域を調査を行う。この開ビンナガ漁場を発

見、本県船への連絡，誘導を行うとともにビン

ナガ700足の標識放流を行いました。

第３次調査（６月24日～７月23日）

　前線海域から天皇海山さらに西経域まで広い

範囲で調査を実施。なお，第１次，第２次航海

と同じく焼津水産高校専攻科生徒の乗船実習を

行いました。
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〔加工水質研究室〕

　凍結・保管・解凍の技術研究……?茄獲物を雌

性よく仲買業者，加工業者，消費者に渡すにぱ

七うづ打汀上いか。このことへの対応から水産

加工研究は姶まります。さらに，魚の消費が少

言⑤なっか〕二一特に犬量水揚け小あったとき

け保管冷蔵庫に人れて出荷を調整レ消費の状

ポにより適宜冷蔵庫から出荷して市場の需要に

こかえています。そこに凍結や解凍の技術研究

小高要になります。なぜなら出来るだけ獲れた

と古と同じ寸うな状態で消費者に手渡したいか

らです。これ石は当試験場加工研究の主要な柱

の卜っになっています。

　加工製品の品質改良研究……水産物を主原料

とする加工製品の鮮度保持および品質向上につ

いては常に加工業者の皆さんと一緒に努力して



駿河丸

　4.月～６月：１都３県水試によるサ八一斉調

査および近海カツオ調査を６航海実施しました。

　このうち，第２次航海は上に黒潮流域の南側，

第３次航海は伊豆列混線の東側から31°N』37°E

付近まで広く調査し好漁場を発見，本県船への

連絡・誘導をしました。

　また，第５次航海においては，カツオ新鮮料

開発研究のため水中テレビによる餌イワシ摂鮮

行動調査を，第６次（航海）においては，水付

群の魚群行動調査のためメバチの幼魚にピンガ

ー（超音波発振器）を装着し追跡調査を行いま

した。

　７月：春サバ終了後のアジ，サバ棒受網調査

を５航海及び産卵期のサクラェビ漁場消去を行

います。

　なお，毎月１回の地先定線観測及び年４回の

駿河湾奥部水質調査を実施しております。

　　　　　　　　　　　　　　　（船舶管理課）

　　　　「碧水」について

　水試の広報資料をさかのぼってみると，昭和

９年７号の「本試月報」の中に，碧水会定期研

究会に関する記事がみら仁ます。いまでいうゼ

ミナール（研究集会）のようなむので，水産に

関することだけでなく，海外の色々な情報につ

いての勉強なども行っていたことがうかがわれ

ます。

　昭和1］年３月には碧水会が月報を発行するよ

うにな引昭和13年７月の第51号までは続けら

れたようですが，その後は戦時体制に突入のた

めか，月報の発行や碧本会の運営がどうなった

かは定かではありません。

　今回，本誌を発行するにあたってタイトルを

募ったところ多くの案が寄せられましたが，最

終的に，先輩のつけた伝統ある「碧水」とする

ことになりました。

　「碧水」は，広辞苑によると「あ辰也に深く

澄んだ水」とあります。汚れのないきれいな海

で，漁業者の方々が安心して漁業ができるよう

に，という私たちの願いもこめられています。

　静岡水試にとって，歴史的にもいわれのある

「碧水」をタイトルとした本誌が，皆様から親

しまれるよう努めたいと思いますので御愛読下

さるよう辰願いいたします。　　　（山田信夫）

４月１日

　　３日

　5 16日

本　場

辞令交付

日　誌

シラス魚価対策打合会（県庁）

塚田川排水対策部会（沼津）

９目

↓1目

　13口

試30目

　16日

　23目

　　24目

　　28目

５月７日

　　８日

　8j6日

　927日

　　12日

　　13日

↑4～16日

　　15日

　　22日

　　26日

　　27日

　　29目

　　　30目

削攻71 12日

　　6,18日

　　　９日

　　　10日

　16～17日

　　　24日

26日

26日

28日

30日

シラス干し販売促進会議（水産庁）

カツオビンナガ漁況説明および調査

船運航計画について打合会

大漁祈願祭（三島大社）

水産業改良普及推進会議

静岡県水産振興審議会（県庁）

大規模増殖場開発事業調査検討会

　（熱海）

水産事業の進め方説明会（県庁）

塚田川海洋処理部会（沼津）

湖沼，河川養殖研究会（東京）

内水面試験研究連絡会議（東京）

塚田川排水対策部会（沼津）

遠州灘漁場開発打合せ

200カイリ水域内資源調査ブロック

会議（東海水研）

全国試験船運営協議会総会（東京）

水産加工廃棄物利用検討会（東京）

水産物利用加工全国会議（東京）

魚病センター落成式（浜名湖分場）

東海ブロック水試場長会議（東京）

H202対策試験検討会（東京）

県水産加・連総会（静岡）

太平洋中区栽培漁業推進協議会（三

重県）

煉製品田02対策打合会

塚田川排水対策部会（沼津）

サクラエビ資源研火打合会

新水産課長就任挨拶のため来場

食品産業協議会総会（静岡）

一祐三県水試サバ漁況検討会

東海区卵椎仔担当者会議（東京）

原子炉温排水問題研究会（干葉県）

遠州灘漁場開発打合せ（静岡）

全国漁具漁法会議（東京）

県漁協青壮年部役員会（静岡）

電源立地温排水対策打合せ

編　集　後　記

　小泉政夫場長の筆による「碧水」をタイトル

とした本誌の発行がやっと実現しました。

　最初から親しまれるものをと努力してきまし

たが，創刊号ということで業務内容の紹介が主

体となり，堅苦しい内容になってしまいました。

これからは，１人でも多くの方々に読んでいた

だけるよう努めたいと思います。

　本年度の編集には和田，福代，村中および山

田（信）があたります。よろしくお願いいたし

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　（山　田）

へ
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